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【問題と目的】
　他者 との 関わ りが少な い 自閉症ス ペ ク トラム （以下、
ASD ）児にとっ て 、 言語の 自発的使用を獲得させ る こ と

の 重要陛が指摘されて い る （長沢 ・ 森嶋 、 1992）。 しか

し、ASD 児の場合、言語 レパ ートリーを持 っ て い ても 、

関連する環境によっ ては行動が生起 しなくなっ て しま う
場合があり、環 竟に合わせた行動型や行動連鎖を形成す
る必要があ る （吉川 ・藤原、2007）。そ こ で本研究では、
要求場面にお い て不適切な行動を繰 り返すASD 児に対

して 、条仲腔弁別の枠組み か ら指導を行い 、環境に合わ

せた 自発的な要求言語行動が獲得で きるか を検討 した。
【方法】

参加児 ： 自閉症と診断を受けた特別支援学校に通 う小学
2年女児 （以下CL ）。3語分程度 の 言語表出は可能で、
学校であっ た事などを報告することはできた。しか し、
要求場面では 、

ス タ ッ フ を じっ と見つ め る、周囲をうろ
っ く等の 行動が多く、ス タ ッ フ の 注意が向かな い と不適

切な行動をする こ とが観察された。6歳9か月時に行っ た

田中ビネー知能検査v で は、MA ：4歳8か月、IQ ：69で
あ り、同時期に行 っ た S・M 社会生活能力検査の結果は、
SQ ：3歳11か月 で あ っ た 。 場面 ：x年6月〜x＋1年2月に、
ク リニ

ッ ク内の プ レ イル ーム で実施 した。週1回 1時間の

セ ッ シ ョ ン を設け、課題や休憩中の遊び の 中に揚面を設
定 した 。 手続き ：〈肌 〉遊びに必凄 な物がない揚面を設

定 して、適切な要求行動が生起するかを評価 した 。 色塗
り課題では色鉛筆がない場面、休憩中の遊びで行っ てい

たボ
ー

リン グ課題で はボール がない場面を設定した 。 要
求充足者は CL か ら約5m 離れたとこ ろに後ろを向い て立

っ とい う形式で 行 っ た。3試行で 1ブ ロ ッ ク と し、3セ ッ

シ ョ ン 実施 した 。 〈 皿 〉段階1〜5ま で設定 し、休憩中
の ボー

リン グ の み でTR を行 っ た 。 段階1で は、要求充足

者が CL の 隣に、横向きでボー
ル を持 っ て 立 っ て い る状況

か ら開始 した 。 ボー
ル がない 場面で は 、 CLの反応の前に

「○○先生」と呼ぶ よ うス タ ッ フ が言語プ ロ ン プ ト （以
下言語P）を提示 した 。 その 後、呼名が生起 した場合に

は 、 要求充足者がCLの方に振 り向き、 「ボール 貸 して下
さい 」 と要求するよ うス タ ッ フ が言語Pを提示した。段
階2か らは言語P を抜き、段階3か らは要求充足者がボー

ル を持たない 状態で行 っ た 。 段階4で は、要求充足者は

CL か ら5m 離れ た位置 に横向 きで 立 つ よ うに し、段階5
で は 、CL か ら5m 離れた位置に要求充足者が後ろ向きで

立 っ 条件へ と移行 した。段階1は、言語Pありで 呼名 （0
0 先生）＋要求 （ボー

ル 貸して 下さい ）が生起する こ と

を、段階2か らは、自発で呼名 ＋ 要求が生起する こ とを

正 反応 とした e 正反応の 場合には 、 要求対象物を提示す
るとともに 、 要求充足者とス タ ッ フ か らの 言語称賛、ハ

イタ ッ チや抱きっ くなどの 身体的強化を行 っ た。
妻

　 ひ

の場合には 、 直後に言語Pを提示 し、無反応の場合には3
秒待っ て か ら言語 Pを提示 した 。 2ブ ロ ッ ク連続正 反応を
基準として段階を移行 した。それ以外はBL と同様で あっ

た 。 〈PR ＞要求充足者、スタ ッ フ か らの言語称賛や身体
的強化をな くし、BL と同様の 手続きで実施 した 。

【結果】
　各ブ ロ ッ クにおける要求言語行動の 正反応率を図 1に
示す。BLで は、適切な要求行動は生起しなか っ た 。

　 TR
では、段隴 の 1試 行目で 、ス タ ッ フ を見つ めるの み で要
求言語行動が生起せず、言語P を必要とした。段階3の 1、
2試行目も同様に言語Pを必要と したが、その 後は安定 し

て 自発で言語要求で きるようになっ た。PR で は、ボー
リ

ン グ場面で は全て正反応であっ たが、色塗 り課題では呼
名が生起せ ず、その代わりに 、 要求充足者の 背中を叩く
行動が見られた。
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図．1 要求言語行動の正反応率の推移

【考察】
　本研究の 結果 か ら、ASD 児に条仲性弁別 に基づ い た指
導によっ て、環 竟に合わせた 自発的な要求言語行動が獲
得できることが示唆された 。 その要因と して、  要求の

注意喚起の 機能を有する呼名反応 を含む行動連鎖 の 形成、
  要求に関する環境刺激の 段階的な変化、が挙げられる。
　
一方で 、 直接訓練を して い ない色塗 り課題で正反応率

が 100％にならなか っ た 。 これは呼名の代わ りに背中を

叩 くとい う反応が生起 したため である。要求充足者の 背
中をたた くとい う行動は要求充足者 へ の注意喚起の機能
がある こ とか ら、 トレーニ ン グを した呼名 とは機能的に

等価であると考えられ る、こ の こ とか ら、直接訓練をし

て い な い 課題にお い て も、実質的には般化 したと言える。
本研究で は、日常場面 で の 般化を確認する まで に 至 らな
か っ た。日常場面では、よ り複雑な弁別が求められる可

能陸があり、自発 的な要求言語行動の生起を促進する条
件につ い て はさらに検討する必要がある。
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